


















Study on the work and life's reconstruction activities of women from the tsunami disas-
ter 


























第一章  序論 
 
１－１ 研究背景   






果１により、平成 24 年（2012 年）から平成 26 年（2014 年）までの３年間のデータから



































































 辰己 ら（2014）6 は女性たちの復興経験では、女性特 の仕事と家族関係、  への 
 、  支援に必要性、女性リーダーの 在、  ー 活動の可能性の５点を挙げてい
た。女性たちが夫婦共に働くことでは家族関係によって可能になり、子育ての役割では 
 への  につながっている。また、  支援が女性の活動に適切な資金を入ること、な
お  と接触をすることができる女性リーダーの 在が女性たちの自立に重要な影響を持



























































行う NPOの代表に対し、 アリン 調査を行う。 方面から避難生活や生活再建に向けた
6 
支援活動を行っている団体の代表に支援者としてどのような視点や経 で活動を行ったの
か、また活動において被災者のニー をどのように応えたのかなどについて考察する。  
 
３） 個別インタビュー調査 





 選定した研究対象の ロ ラムを参加し、利用者にインタビュー調査を行い、取り組み
の変化を把握する。 
 





















 人的被害 住家被害 
死者 行方不明 負傷者 全壊 半壊 一 破損 浸水 





岩手県 5,127 1,129 211 19,595 6,570 18,939 6 
福島県 3,559 225 183 18,054 75,595 162,478 1,412 
宮城県 10,538 1,242 4,145 82,998 155,128 224,192 7,796 
※負傷者数は重傷・軽傷・程度不明を含め （出典：消防庁災害対策本 ） 
 
２）石巻市男女共同参画の状況２ 

































6.30% 8.70% 6.50% 9.50% 6.90% 9.80% 
市の管理職にお
ける女性の割合 
















２－２  研究対象の選定 
 宮城県の特定非営利活動法人は 379 団体である。そのうち、石巻市における活動を行っ
ている NPOは 59団体３である。（表２－３） 
 
表２－３ 宮城県の特定非営利活動法人の活動分野および法人数（2015年 8月 31） 
活動分野 宮城県 石巻市 比率
（％） 
保健，医療又は福祉の増進を図る活動 135 22 16.3 
社会教育の推進を図る活動 17 1 5.9 
まちづくりの推進を図る活動 70 11 15.7 
観光の振興を図る活動 1 1 100 
農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動 2 1 50 
学術，文化，芸術又はスポーツの振興を図る活動 52 9 17.3 
環境の保全を図る活動 40 9 22.5 
災害救援活動 13 4 30.7 
地域安全活動 1 0 0 
国際協力の活動 7 2 28.6 
男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 1 0 0 
子どもの健全育成を図る活動 22 6 27.3 
9 
情報化社会の発展を図る活動 3 3 100 
科学技術の振興を図る活動 1 0 0 
経済活動の活性化を図る活動 5 2 40 
職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動 2 1 50 
消費者の保護を図る活動 1 0 0 
前 号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関す
る連絡，助言又は援助の活動 
6 2 33.3 
























 さらに、子育て支援事業を行う団体は 6 団体であるが、全員震災後立ち上げた団体であ
る。要するに、震災前、子育て支援に関する NPO はなかった。そのうちに、震災後いちば




 現地 アリン 調査 個別インタビュー調査 参与調査 
日
付 





























































犠牲になったことである。2011 年東日本大震災の主な被災地である東北 3 県（岩手県・宮
城県・福島県）における死者数（図３－１）では、女性 7,036 人、男性 5,971 人、性別不














































    求職者数 
  2011年 2月 2011年 5月 2011年 11月 2011年 2月 2011年 11月 



























































































 女性の 業率を都道府県に見ると（表３－２）、全国における育児をしている者の 業




表３－２ 2012年岩手県・宮城県・福島県の「25〜44歳の育児をしている女性の 業率」 
都道府県 
育児をしている女性 
総数(人)  業者(人) 無業者(人) 
育児をしている者
の 業率（％） 
全国 5488.7 2875.5 2613.1 52.4 
岩手県 45.7 29.4 16.4 64.3 
宮城県 96.2 51.0 45.3 53.0 
福島県 69.9 39.7 30.3 56.8 
３県合計 211.8 120.1 92.0 56.7 
（単位：千人，％） 出典：「労働力調査結果」（総務省統計局） 
 





























































３－２  宮城県石巻市の全体像 
３－２－１  人口数の変化 
１） 男女別人口の推移 
 











出生者数 死亡者数 自然増減 転入 転出 社会増減 
2009 1,115 1,834 △719 3,583 4,291 △708 △1,427 
2010 1,100 1,957 △857 3,588 3,972 △384 △1,241 
2011 994 5,705 △4,711 3,586 9,014 △5,428 △10,139 
2012 1,040 1,781 △741 4,755 4,988 △233 △974 
2013 1,068 1,688 △620 4,441 4,795 △354 △974 

















































































































1.7 1.6 1.8 










































図３－５ 国勢調査：「男は仕事、女は家庭」に関する結果   （単位：％） 
（資料：内閣府男女共同参画局のデータをもとに作成） 
 










































































































































 「やっぺす」 「ゆめハウス」 「ベビースマイ 石巻」 
調査
方法 















































４－１－１  活動の立ち上げとその後の経過 
 「石巻復興支援ネットワーク」（以下、「やっぺす」と記すことがある）は 2011 年５月
から子育ての困難、女性の就労の難しさなどに対し、石巻の母親らが中心となって活動し
ている団体である。 
 「石巻復興支援ネットワーク」が立ち上げられた前、2000 年 7 月から、子どもたちが環
境教育が必要だと感じで、子どもが積極的に、社会的な活動を参加しているように「イッ
21 
ツ・オア―・ネバー」という団体を設立した。2009 年 2 月に名称を「環境と子どもを考え
る会」として、子育て支援と子どもたちへの環境教育を中心に 10 年経って活動した。そ
のうちに、そもそも子供へ応援しているが、子育て女性にも支援を行なってきた。 
 2011 年東日本大震災があって、被災者を NPO とつないで支える合同 ロジェクト（以
下、つな ロ）の協力を得て、つな ロのメンバーと合同で「石巻復興支援ネットワー
ク」を立ち上げた。 
 その後、およそ 1800 世帯の被災者が暮らしている東北最大規模の仮設住宅団地になっ
た石巻市開成・南境地区を中心に、周辺で住んでいた住民同士が互いに活動を始まった。 




















































め、子育て中で働くことが難しい母親および 50 歳以上で で就職に付くのは厳しい女性
への就労支援を始まった。 






がある。現在（2015 年）では、4 人の子育て母親たちが Amanecer（アマネセー ）の製作
を担っている。 
 
図４－４ 子育て中の女性が働きている様子（2012年）（出典：Amanecer「アマネセー 」の HP） 
 




た、ほかの団体との連携や女性の育成する ロ ラムにも行っている。 
 
図４－５蜜蝋ハンドクリーム作り（左）と育児講座（右）（2016年 1月）（出典：「Cafe butterfly」HP） 
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③ 復興コーディネート事業 
 「やっぺす」では、企業や団体、学校など  側による支援活動と現地のニー をマッ
チン 及び復興コーディネートを行っている。 
 2012 年 4 月、民間企業である積水ハウス（株）の新入社員による復興支援活動を始め、
それ以降被災地での支援活動を  する企業や NPOなどが増加していく。 
 また、被災地の復興に地域住民が参画できるように、関西で若者を対象にする起業支援




 その他、復興の担い手とする若者への教育も行った。2012 年 8 月、NPO 法人ブレーン 






















きるし、 ロ ラムを開催する方にも自信を持っていくように目的となった。 
 地域を担う人材の育成を目的として、最初は石巻市内のコアの 分でイベントを行って
いるが、現在では全 7 回を実施し、148 名の達人による 313 の ロ ラムが生まれ、石









時間 テーマ 開催エリア  ロ ラムを
開催する人
（人） 





































































図４－６ 第１回「石恋」活動スケジュー  （出典：「石恋」ガイドブック）（2013年） 
  
図４－７「石恋」の参加をきっかけで起業した説田さんのお菓子工房 「Chez Setta」）（2015年 2月） 
 














４－２  一般社団法人コミュニティスペースうみねこ（「ゆめハウス」）について 
４－２－１ 活動の立ち上げとその後の経過 
 一般社団法人コミュニティスペースうみねこ（以下「ゆめハウス」）は震災後に被災者
雇用促進となって活動している  ー である。 
 2011 年 4 月から避難所で赤ちゃんや幼児を抱えた母親たちに子供の面倒を代わりに見る
といった「ママサポーター 」を立ち上げた。それと並行した高齢者に対するデイサービ
スも行っていた。 
 2011 年 7 月下旬から仮設住宅への住居に伴い、牡鹿郡女川町における高白浜仮設住宅内
に布草履づくりといった就労サポートが始まった。それは、津波と地盤沈下の被害によ
り、主要産業の水産業が続けにくい女川町を復興させるため、仮設住宅に住む母親が集ま
り、T シャツを素材とした「布草履」を作ることである。2012 年までは 3 箇所の仮設集会
所と「うみねこハウス」をあわせて全 で 4 箇所における 60 名程度で参加していた。そ
のうちに、50～80 歳代の女性が 50～60 名にいる。「ママサボーター 」には、商品の質に


























 東日本大震災の当時は 2階の 1.5mぐらいまで津波が到着し、2013年 10月から唯一残っ
た建物（倉庫）として、ボランティアや一  ロの方に協力を得て再生させ、2014年 4月
からコミュニティカフェとして運営をしている。  
 
図４－10「ゆめハウス」改造前 白い 2階建ての倉庫（左）（2013年 10月）（出典：「ready for」ブロ
 ） 
     「ゆめハウス」改造後 ２階建てのカフェの 観（右）（2015年 12月） 
 
 
図４－11 「ゆめハウス」玄関 の様子 （撮影時間：2015年 12月） 
 
図４－12 「さんまなたい焼き」使った「うみねこハウス」（左） 
      工具などを預かるビニー ハウス（右） （撮影時間：2015年 12月） 
31 
 
図４－13 農園の様子  （撮影時間：2015年 12月） 
 
 
図４－13 植えた唐辛子（左）、「さんまなたい焼き」の販売車（右）  （撮影時間：2015年 12月） 
 
 
 図４－14 「ゆめハウス」１階 屋図面  
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   （1階のホー ）                （商品の陳列） 
 
  















図 4－17 仕事中のおじいさんたち、おばあさんたち （出典：「ゆめハウス」HP） 
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 石巻で被災し、現在も仮設住宅に住んでいる 20 代の男性が「ゆめハウス」で家具（唐
辛子の箱など）を作っている。 
 




ている。料理は、60 代から 80 代までの女性 13 人が、「Ａ子ちゃん」、「Ｂ子ちゃん」、「Ｃ
子ちゃん」という  ー 名で 3組に分かれ担当している。 
 「Ａ子ちゃん」チームは女川町に暮らしている女性たちである。担当している日にちは
週に 4回（月曜日、水曜日、土曜日、日曜日）である。 








図４－20 ランチの種類 （写真：「ゆめハウス」HP） 
  
（2015年 2月「Ｂ子ちゃん」チームが作った料理）（2015年 12月「Ｃ子ちゃん」チームが作った料理）  
 
３） 参与調査 
 調査日：2015年 12月 11日 9：00～15：00 
 



















図４－２３ 出 上がった料理 
 




に、男性５人であり、20 代２名、30 代１名、70 代１名である。女性 15 人であり、30 代
２名、50代１名、60代３名、70代７名、80代２名である。 





１）性別：１、男性   ２、女性 






１）震災前の職業：①農林・水産業 ②専門主婦 ③自由業 ④正社員・正職員 ⑤パー
ト・ア バイト ⑥その他（    ） 
２）震災時のお住まいは、どんな住宅ですか？ 
①木造住宅  ②非木造住宅（鉄骨造、コンクリート造） ③その他（   ） 
３）震災の被害はどのようなものでしたか？お答えになれることだけで結構ですので、以
下にお書き下さい。 
 ①全壊 ②半壊 ③一 破損  ④浸水  ⑤その他（   ） 
４）どこの仮設住宅を利用しましたか？ 
 ①高白浜仮設住宅  ②蛇田中央仮設住宅 ③針浜仮設住宅 ④小乗仮設住宅 ⑤横浦
仮設住宅 ⑥桐ケ崎仮設住宅 ⑦清水仮設住宅 ⑧その他（   ） 
５）現在どこに住んでいますか。 
①仮設住宅 ②公営住宅 ③自宅再建 ④その他（ ） 
６）現在のお住まい状況について 




①2011年（ ）月  ②2012年（ ）月  ③2013年（ ）月  ④2014年（ ）月  
⑤2015年（ ）月 
２）「夢ハウス」に参加するきっかけについて。（複数可） 
①収入のため ②生きがいのため ③自分の技術を活かせるため ④友たちの紹介のため 
⑤集まる場が欲しいのため ⑥その他（      ） 
３）家から「ゆめハウス」に通勤手段について 
①徒歩  ②自転車  ③車  ④その他（  ） 
４）家から「ゆめハウス」に片道何分かかりますか。 
①10分未満 ②20分未満 ③30分未満 ④40分ま未満 ⑤50分未満 ⑥一時間未満 ⑦
一時間以上 
５）週担当何日ですか。 
①週 1回 ②週２回 ③週３回 ④週４回 ⑤週５回 ⑥週６回 ⑦不定期（  ） 
６）一日の仕事時間はどのくらいですか。 
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①3時間未満  ②5時間未満  ③5～7時間  ④不定期（  ） 
７）担当している仕事について。 （複数可） 
①食事  ②手仕事（ゆめ玉ストラッ ・布草履・なべしき・コースターなど）  










対象 ＮＯ.1 ＮＯ.２ ＮＯ.３ ＮＯ.４ ＮＯ.５ ＮＯ.６ 
性別 男性 女性 
















木造住宅 木造住宅 木造住宅 木造住宅 
被害状況 全壊 一 破
損 














住まい状況 仮設住宅 自宅 自宅 仮設住宅 仮設住宅 仮設住宅 
同居状況 子供連れ 子供連
れ 



































































５～７時間 ５～７時間 ５～７時間 3～5時
間 
活 動 に お
い て 、 役
に 立 っ て
い る 仕 事








活 動 に お
い て 、 男
性/女性と
し て の ど
の よ う な
特 性 が 生
き る と 感



















































４－３  「ベビースマイル石巻」について 












































直後、物資の配布である。その後、毎月 10 回～15 回イベントサロンを開催し、参加者は
1 か月当たり 200 人を数える。イベントサロンには石巻市中心 だけではなく、東松島、
蛇田地区なども含めて、行政や助産師との協働によるたまひよサロン（母親教室）、親子
ビクス、リトミック、ベビーマッサージなど行っている。 （図 4－23） 
 情報発信の手段として、ブロ 、雑誌の発信、またメーリン リストなどとういう形の
媒体も利用している。「ベビースマイ 石巻」に参加された方は、イベントのスケジュー
 をみんなさんが登録したメー アドレスに送信している。現在（2015 年 2 月まで）で












（3Ｂ体操と料理教室）(出典：「ベビースマイ 石巻」ブロ ）    
   
（0歳講座） (出典：「ベビースマイ 石巻」ブロ ）  
図４－２５ 活動様子 
         






４－３－３  考察 
 震災後、子育て支援活動を行ったとともに、乳幼児の用品など女性のニー に応じた支

















表４－４ 三つ事例の活動 ロセス時間軸 
時間／団体 やっぺす 夢のハウス ベビースマイ  
2011年 


























































援 す る カ フ ェ 「 CAFE 
BUTTERFLY」が開店 
 





























































































































































５－１  「ベビースマイル石巻」活動経緯について 










表 5-1 「ベビースマイ 石巻」活動歴 































































































































12月 いきいきママ講座  中央公民館共催、毎月 3回開催した。 
2014年 
















































（ボー 、ベ 、ベ タ
ー）体操、たまごひよこサ
ロン、親子ビクスなど 





























 （出典：「ベビースマイ 石巻」のブロ により整理した） 
 
 2011 年３月 11 日発災から、子育て情報不足と感じ、友達の関係、居場所づくり支援物
資の受け入れ配布などをきっかけで活動を始まった。 
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 2012 年から、 場所を借り、イベント・サロンを行った。活動を通し、子育て支援の行
政および民間情報が育児当事者は届いていないことを実感したため、文集と子育て情報誌
を発行し、イベント・サロンには出てこれない方への情報を提供した。2012年 4月 4日か
ら 2013 年 3 月 31 日まで、参加された方の範囲および人数は石巻・東松島・女川における
延べ 2700 人である。それとともに、震災以前からの子育て情報不足の課題が情報などが
行き届きにくい状況から、子育てフリーペーパーを作成した。石巻・東松島・女川におけ
る未就園児の母親たちに 4回、 回 2000 、すでに延べ 8000人へ提供した。  
 2013 年、震災により子育て環境の悪化を受け、妊婦・未就園児を対象とした支援活動と
して、ベビーマッサジ、メイク・ハンドマッサージ 、心のケアセミナー等 0 歳講座、た
まひよサロン（母親教室）、親子ビクス、リトミック、３B 体操などを続きていた。4 月か
ら、毎週同じ場所でイベント・サロンを開催し、コミュニティうと地域連携が強まった。
親子の居場所づくり、震災後のケア、子育てネットワーク作りのため、4 月に 16 回、5 月
に 21 回、6月に 17 回、7 月に 14 回、8 月に 13回、9 月に 22 回、10 月に 17 回、11 月に
21回、12月に 19回、全 160回のサロンを行った。  









５－１－２  参加者属性 
 平成 25 年度の事業報告書で、「親子のイベント・サロン事業」1について、「ベビースマ
イ 石巻」に参加した 88 名の母親へのアンケートを行い、その結果は以下のようであ
る。 
 




図 5-1 参加者の年代別 （出典：「ベビースマイ 石巻」平成 25年度の事業報告書により） 
 




図 5-2 参加者の職業 （図 5-2：図 5-1同） 
 





図 5-3：参加者の活動歴  （図 5-3：図 5-1同） 
 
 ４）活動内容について、講座に参加された方は 38 名、アクティビティに参加された方
は 56 名、サロンに参加された方は 33 名、ほかの活動に参加された方は 12 名であった。
それにより、アクティビティの参加者は多かったが、大きな違いがなかった。 
 


















































５－２－１  「ボンボンカフェ」について 
 
調査日：2015年９月 16日 10:00～12:30 
場所：開成の仮設団地内にある集会所  
  
 コミュニティカフェ「Bond（絆）Born（（生まれる）） Cafe」は「ボンボンカフェ ロ












図５－６ 「ボンボンカフェ」 観 
 
 （図５－６「ボンボンカフェ」 観:立った看板に掲示したカレンダー） 
 
 スタッフから毎週水曜日の 10：30～14 時まで、主に未就園児連れの母親たちが集まっ
て、子どもを遊ばせながら、育児に関する情報交換等を行っている。参加者は週１回当た
り 15組～20組程度である。 














図５－７ 活動様子 （2015年 9月） 
 


















参加者 年代別 子供数 住所 職業 参加時間 参加するきっ
かけ 
参加頻度 















2015年 友人の紹介 ほぼ毎週 
Ｃさん 20代 一人 専門主
婦 
2015年 友人の紹介 ほぼ毎週 
Ｄさん 20代 一人 専門主
婦 
2015年 友人の紹介 ほぼ毎週 
Ｅさん 30代 一人 専門主
婦 
2014年 友人の紹介 月に 3回 
Ｆさん 30代 二人 専門主
婦 
2014年 友人の紹介 ほぼ毎週 
Ｇさん 30代 二人 パート
タイム 
2013年 友人の紹介 月に 2～3回 






Ｉさん 30代 二人 専門主
婦 

















 参加頻度について、「ほぼ毎週参加している」と答えた方が 6 名であった。「月に２～3
回」と答えた方が 3 名であった。そのうちに、1 名の子育て中の女性が「ベビースマイ 
石巻」で行っているイベントにも参加することがある。 
 参加者の属性に関する結果から見ると、「ベビースマイ 」平成 25 年度事業報告書の中















５－２－２  マタニティ・子育てひろば「スマイル」 
 
調査日：2015年 12月 12日 10：00～15：00 
場所： 石巻市蛇田字土和田 19-1 
 
 『マタニティー・子育てひろば「スマイ 」』は平成 27 年４月１日にオーペンし、平成





図５－８ マタニティー・子育てひろば「スマイ 」の場所 （出典：Google  Map） 
 
 新たに整備した地域子育て支援拠点として、平日 10 時から 15 時までに親子が相互に交
流できる居場所を提供している。イベントがある場合には土曜日も開放している。毎日大
体 10組～15組の親子が る。 
 働けているスタッフは５人である。そのうち、3 名が「ベビースマイ 石巻」に参加し
た母親である。もう二人は 40 代である。30 代の母親が用事あって出勤できないと、40 代
のスタッフが代わりに出勤に る。子育てサポートにしているスタッフも毎回に２、３人






























 図５－1１：石巻の子育て情報チラシ、ＤＶ相談資料（左）、子育て知識に関する書籍（右）  
 
（図５－1１：１階に設置した子供の成長で使わなくなった服や ッ の交換箱） 
 




















で るのは 10 分くらいのところに住んでいるから、たまに蛇田字土和田に て、『マタニ
ティー・子育てひろば「スマイ 」』の 観を見た。妊娠中だから、安心して交流できる
場所に行くため、参加してみようと体験した。 
 Ｂさんは子供が二人いる母親である。友達から紹介され、2015 年 2 月から参加し始ま








 12 時から、子供の昼寝により帰った親子は２組であった。スタッフ二人も順番に 30 分
休みがあったが、一人のスタッフが帰った。12 時半に るスタッフは子供二人連れって 
た。この間、午前から残りの２組の母親の中で、一人の女性は自分の子供の面倒を見た
が、もう一人が初めて たため、子供を一時的に預けて分離し、子育て経験と参加する状
況などについてスタッフと相談した。12 時半に  ー として初めて た 3 組があった。
この 3 組の母親が申請書を記入し、昼ごはんを食べながら話した。その後、子供がフ ー
ツバスケット椅子取りゲームをしてから帰った。 
 
 午後 13時から、５組親子が た。そのうちに、3名の母親へインタビューを行った。 
 20 代の女性Ｃさんと 20 代の女性Ｄさんがベビーサーク で知り合った友達同士であ
る。2015 年 5 月から、『マタニティー・子育てひろば「スマイ 」』に参加している。二人











  た 14 組の親子のうちに利用者 5 名の女性に対してインタビューをした。その結果を
以下のように説明する。（表５－３） 
  
表 5－3 参加者へのインタビュー結果 
参加者 年代
別 




























































Ｄ さ ん と
「ベビーサ
ーク 」で


















Ｃ さ ん と
「ベビーサ
ーク 」で









































 コミュニティカフェ「ボンボンカフェ」 マタニティー・子育てひろば「スマイ 」 
設立時間 2013年４月 10日 2015年４月１日 
場所 仮設住宅の集会所（開成団地内） 内陸（石巻市蛇田字土和田） 














ほか 2012年から場所を借り、活動開始 2015年 9月、場所移転した 
 








































第六章  結論 
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